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Ｂ.分解 最小単位 分解基準 
単位基準 

文法基準 

Ｃ.標準分析 分析基準 
表現ジャンル基準 

標準表現基準 

分野基準 

時代基準 

専門職別表現基準 

10年単位で変化 

業種別表現基準 

エッセイ基準 

小説基準 

論文・報告文基準 

一言語対話基準 

Ａ.分析対象 

文字数区分 

グループ単位 

単一文章 

複数文章 
社会分野 

積み上げデータ 

次期設定データ 

進化率 

Ｄ.目的別分析 

状態の分析 

効果の分析 

伝達 

意識 

変化の分析 
体系 

機能 

予測 

言語分析は分析対象から始まり、標準分析を行い、目的別分析へと進む。 
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